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   渡島教育研究所 授業公開（大中山小学校） 

 

 

 

 

渡島教育研究所 維持委員会 会長 

七飯町長 杉原 太 

 

渡島教育研究所の皆様には，「渡島の教育課題」に即した調査研究や実践，情報発信など渡島管

内の教育振興及び教員の資質向上のため日々ご尽力いただき，心から敬意と感謝を申し上げます。 

本年６月に令和５年度から令和９年度を計画期間とする「第４期教育振興基本計画」が閣議決

定されました。この基本計画では，２０４０年以降の社会を見据えた持続可能な社会の創り手の

育成，日本社会に根差したウェルビーイングの向上が大きなコンセプトとして掲げられました。 

ウェルビーイングとは，「身体的・精神的・社会的に良い状態にあること」をいい，多様な個人

がそれぞれの幸せや生きがいを感じるとともに，個人を取り巻く場や地域，社会が幸せや豊かさ

を感じられる良い状態にあることであり，教育を通じて向上させていくことが求められています。 

そのため，子供たちが毎日学校に行きたいと思えることは勿論のこと，様々な課題がある中に

あっても，教職員が子どもの成長に直接携わることにやりがいがあり，魅力的な仕事であるとと

もに，学校が教職員にとっても働きたい，働き甲斐がある場所であることが必要となります。 

それらに対し渡島教育研究所が実践する様々な調査研究により，よりよい状態となっていくこ

とを期待しております。 

今後も，渡島教育研究所が行う今日的な教育課題を踏まえた調査研究や研修事業の実践により，

その成果が渡島管内の教育活動の改善・充実に生かされることを心から願っております。 
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１１月１４日（火），渡島教育研究所授業公開・研修講座

を大中山小学校で開催しました。体育科における「指導と評

価の一体化」を目指し，ルーブリックを活用した授業の公開

をし，協議・演習を行いました。授業公開・研修講座には，

各市町から１９名に参加していただき，研修を深めること

ができました。その様子について，紹介します。 

 

①授業公開 

小学校６年生の「跳び箱運動」において，当研究所所員の菅原俊介による授業公開をしました。

授業では，「自分にあった技を安定してできるようになろう」という目標や，何が出来たら◎かと

いうルーブリックを児童と共有した上で，児童がそれぞれの技に挑戦し，学習の成果を確認した

り，賞賛し合ったりする姿が見られました。 

参加していただいた皆様には，実際に授業者になったつもりで，ルーブリックを載せた演習シ

ートをもとに，ルーブリックによる評価を体験していただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②協議・演習 

 参観した授業をもとに，A 評価は，B を越えていると判断した

理由を，C 評価は支援案を交流しました。 

また，実際にルーブリックを活用してわかる，メリットやデ

メリットについて，協議しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

渡島教育研究所 授業公開・研修講座 

テーマ「指導と評価の一体化」の実現に向けた授業改善と検証 

【参加者の声（アンケートから一部抜粋）】 

○ルーブリックという言葉は最近よく聞きますが，どう活用するかイメージを持ちたくて今回参加

させていただきました。とても新鮮でした。 

○教師主観の評価にならないよう，常に児童とのやりとり（指導）をしながら授業を進めることは，

難しいと感じていたので，とても有意義な時間になりました。 

○授業改善が叫ばれる中で，ルーブリックを使った方法を，もっと一般の先生方にも広めて行けれ

ば良いなと思いました。 

 

児童と評価基準を共有 児童同士でアドバイスし合う 
ICT を活用して、技を見直す児童 

メリット例 

→明確な基準があることによる，意欲向上。教師と児童で規

準と基準を共有でき，方向性がぶれない。 

デメリット例 

→基準を正確に作ることが悩む。 
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～渡島１０市町の元気な子供たちのコーナー～ 

SERIES １５７ 

 

学校・子供 

  

本号では，「渡島教育研究所授業公開・研修講座」について掲載しました。数年ぶりに，当研究所

での授業公開ができ，大変嬉しく思います。今後も，先生方の研修に役立つよう，研究を進めていき

たいと思います。（文責 渋川） 

E-mail o-kenkyu@lilac.plala.or.jp   

ホームページ http://www9.plala.or.jp/oshima-kenkyusho/ 

渡島ネットワーク http://Quickconnect.to/o-kenkyu 

編 集 後 記 

この QR コードから 
渡島ネットワークに 
アクセスできます！ 

http://www9.plala.or.jp/oshima-kenkyusho/
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こちらからお申

し込み下さい 


